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研究成果の概要： 

本研究は、ミニマリスト・プログラムの枠組みにおいて、疑問詞移動の一見「最小労力」効

果に見える現象は「最大効果」の原理等の帰結であるという仮説を提示した。この理論は、例

外的格標示構文に疑問詞が関与する場合、その疑問詞は CP 節の edge の位置に移動するという

予測をする。そこでこの予測を、さまざまなデータを用いて検証した。これらの議論により、

言語計算の本質を知る上での手がかりが与えられ、また、日本語に対する WH 移動分析やフェ

イズ理論などに対して経験的なサポートが与えられること等が明らかにされた。 
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研究分野：人文学 
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１．研究開始当初の背景 

生成文法の最新の枠組みであるミニマリ
スト・プログラムにおいては、「人間の脳内
の言語計算は最適な方法で行われなければ
ならない」という「最適性」の概念の中身を
どう定式化するかが論点の一つになってい
る。 
Chomsky (1995)以来、「最適性」の中身とし
て主に最小リンク条件などの「最小労力原
理」が仮定されてきた。だがこれは、「移動

の局所性は移動が局所的に行われることの
帰結である」と言っているに等しく、現象の
言い換えに過ぎないという概念的問題があ
る。また、英語の which 句疑問文等における
非局所的移動の説明に無理が出てくる等の
経験的問題もある。 

筆者は、このような問題意識を以前から持
ち続けてきており、博士論文(2003 年)等にお
いて、最小リンク条件に代わる「最大効果原
理」の有望性を示してきた。本研究は、さま
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ざまな言語データを用いてこの「最大効果原
理」の妥当性をさらに深く検証し、人間の言
語計算の「本質」に迫ろうと試みるものであ
る。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、特に疑問詞の移動現象に
着目し、一見最小リンク条件の効果のように
見える現象が、最大効果の原理等の帰結等と
して説明されることを明らかにすることで
ある。 

これまで局所性原理で説明されてきた移
動の局所性現象が、当該原理とは一見無関係
の、最大の効果をもたらす移動が選択される
原理の帰結として説明されることが明らか
となれば、さまざまな概念的問題が「根本的
に」解決されることが期待できる。 

さらに、この新しいアプローチ法を採用す
ることによって従来の経験的問題が解決さ
れることも示すことができれば、より説明力
が高く、妥当性の高い理論構築へ近づくこと
が可能となる。 

本研究の主な研究対象は次の４点に集約
される。 
(1) 英語の疑問文における統語特性と意味

特性の関連性 
(2)ブルガリア語・ルーマニア語の多重繰り

上げ疑問文の統語的特性 
(3)多重疑問文の関数的解釈 
(4)日本語の例外的格標示構文に関与する疑

問詞の移動現象 
 
 
３．研究の方法 

3 年間を通して、主に次の(1)～(6)の作業
を行った。 

 
(1)文献等から、英語の WH 移動構文をはじめ

としたさまざまな言語データを収集し、
整理する。 

 
(2)英語・ルーマニア語話者等のインフォー

マントとの議論に基づき、方言差・個人
差等に注意を払いながら言語データの吟
味をする。 

 
(3)言語データに基づく記述的一般化を行う。

一般化と合致しないデータがあればそれ
らを別個にまとめる。それらが核とみな
されるデータであるか、周辺的にすぎな
いデータであるかを判断し、もし核とな
るデータである可能性が高ければ、当該
一般化を修正する。 

 
(4)理論仮説の提案をする。その際、当該仮

説から導ける仮説を列挙し、収集したデ

ータがそれらに合っているかを確認する。
収集したデータだけでは予測の検証が困
難な場合は、改めてインフォーマント調
査を行う。 

 
(5)さまざまな言語データや理論的道具立て

を用いて仮説の妥当性を検証する。 
  
(6)反例・問題点がないかチェックし、理論

の精緻化を行うことで、簡潔で説明力の
高い理論の構築を試みる。 

 
なお、特に(1)についてであるが、疑問文

においては疑問詞の分布と意味解釈とが密
接に関わりあっていると概ね考えられてい
るため、統語論だけでなく意味論的な考察も
視野に入れる。その際、意味解釈に関する判
断は、話者にとっては慣れていないと難しく
感じられ、そのために話者の間で判断に差が
出てくる可能性がでてくるので、この点にも
注意し、話者が状況を理解できやすいような
テストを作成する。 
 
 
４．研究成果 

生成部文法におけるミニマリスト・プログ

ラムの枠組みに基づき、人間の言語計算の「

最適性」(Optimality)の中身を明らかにする

ための試みの一つとして、本研究では「最大

効果」原理を提案し、それにより従来の理論

の概念的・経験的諸問題が解決されることを

示した。 

具体的には、英語、ブルガリア語、ルーマ

ニア語、日本語などのさまざまな言語データ

を用いながら記述的一般化、仮説提唱を行っ

た上で、そこから得られる経験的予測の妥当

性を検証するために、特に、例外的格標示構

文（ECM構文）とそれに関与するWH移動に着目

して分析を行った。 

経験的予測としては、「日本語の例外的格標

示構文における埋込節の主語は(補文標識Cの

EPP素性の要請により)CP節のedgeへ移動する

」という予測が導かれることを示した。また

、文副詞、イディオム、スクランブリング、

適正束縛条件が関与した構文など、さまざま

な言語データを収集・考察することによって

、この予測が妥当であるということが論証さ

れた。 

また、当該の分析による理論システムにお

いては、例外的格標示構文に「疑問詞」(WH

句)が関与する場合に、その疑問詞もCP節の

edgeに移動するという経験的予測をすること

になる。本研究では、文副詞が関与したデー

タや適正束縛条件のような理論的道具立てな

どを用いながら、この予測が正しいことを示



し、議論を深めることができた。 

さらに、本研究の理論システムの反例や問

題点を挙げ、それらに対する解決策を提示し

た。2008年度時点で解決できなかった幾つか

の問題点については、今後の課題として抽出

した。 

本研究の大きな成果の一部としては、本研

究の仮説が言語計算の本質を探る試みに寄与

できることを明らかにできたことや、当該の

理論システムの下では日本語に対するWH移動

分析やChomsky(2001)のフェイズ理論などに

対して経験的なサポートが与えられること等

が挙げられる。 

特にフェイズ理論に関しては、次の(1)、(2)

の理論的成果が得られた。 
 

(1) Chomsky (1998)においては、あるフェイ

ズPHiができるとその前のフェイズPHi-1に

スペルアウトが適用され、PHi-1のdomain

内の要素が解釈/音韻部門へ送られると仮

定されている。この仮定によって言語計算

の計算量を減少させることが可能となる。

一方、本研究は、Chomsky (1998)を修正し

、PHi-1のdomain内の要素は、文字通り解釈

/音韻部門へ送られるのではなく、狭義の統

語部門（narrow syntax）にそのまま残るが

、統語的には不活性(inactive)である（つ

まり、統語計算上、不可視（invisible）で

ある）と提案した。この提案の下では、

Chomsky (1998)の提案と同様、計算量の増

大を緩和させる効果をもたらしながら、

Chomsky (1998)では説明が困難なデータに

対して原理的説明を与えることが可能とな

る。 

 

(2) 従来、*Whati did who buy ti ?の非文法

性は、上位の位置にある主語whoではなく目

的語whatが移動したためであると説明され

てきた。しかし、フェイズ理論によれば、

主語whoがTP指定部に異動された段階で、目

的語whatが含まれるフェイズvP内部の要素

は、統語操作適用にとって不可視領域であ

る。したがって、上記の文の非文法性は、

局所性条件等を用いなくても、フェイズ理

論のみで説明可能となり、理論上の「無駄

」が省かれる。 
 

従来、生成文法における言語計算の最適性

へのアプローチは、どれも「最小労力」を基

本概念にすえたものであった。これに対して

、本研究は、最適性を規則の適用による「最

大効果」の概念から捉え直そうとする新しい

試みであり、従来のアプローチとは一線を画

するものとなった。 

なお、先行研究としては、Fujita (1996)

において既に最大効果の原理が提案されてい

る。ただしそこでは最小労力原理と相互作用

するものと仮定されており、この点において

本研究とは主張が本質的に異なる。最大効果

の原理が最小労力原理に取って代わるとし、

理論の簡潔性と説明力を向上させるという試

みは、本研究が国内外で初めてとなるであろ

う。 

また、近年、生成文法を生物学の一部とし

て捉える生物言語学が注目され初めているが

、本研究の「最大効果原理」という発想は、

経済学のみならず最近では生物学などでも広

く用いられている最適化戦略の概念に通じる

ものである。このことから、本研究のアプロ

ーチは、生物言語学としての生成文法の新た

な発展に寄与するだけでなく、脳生理学・脳

神経学等、言語学と連携して研究が行われる

ことが期待されている隣接諸分野に対しても

新たな研究材料を提供しうるという結果・意

義を持つ。 

今後の展望としては、残された問題の解決

などを通して本研究の理論システムをさらに

精緻化し、また、扱うデータの種類を増やす

ことなどによって、本研究の議論をさらに深

め、より簡潔で説明力の高い理論を構築して

いきたい。 
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